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舎金町民憲章
。民主主義巳徹し生活を合理化して近代的芯町にいたしましょう。

。健康で勤労に広げむ明るい町Cい芝しましょう。

。担能をみがき産業の開発巳努め、豊か芯町巴い芝しましょう。

。教育を定かめ楽しく生活できる平和芯町cいだしましょう。
制定昭和42年10月1日



今金町衛生委員会ガ環境保全功労者大臣表彰

今
金
町
衛
生
委
員
会

が
6
月
ロ
日
環
境
庁
長

官
か
ら
、
北
海
道
で
唯

一
環
境
保
全
功
労
者
大

臣
表
彰
を
受
け
ま
し

た。
衛
生
委
員
会
は
、
昭

和
初
年
委
員
会
を
設
立

し
(
設
立
当
時
は
衛
生

組
合
)
現
在

η
名
の
構

成
員
で
活
動
を
し
て
い

ま
す
。お
も
な
活
動
内
容
と

し
て
、
ゴ
ミ
を
出
さ
な

い
・
捨
て
な
い

・
減
少

す
る
運
動
、
リ
サ
イ
ク

ル
可
能
品
資
源
回
収
事

業
、
粗
大
コ
ミ
回
収
事

業
、
清
掃
指
導
事
業
等

各
種
運
動
や
事
業
。
恩

/ 想
の
普
及
と
意
識
の
高
揚
を
図
っ

て
い
る
こ
と
な
ど
が
認
め
ら
れ
表

彰
を
受
け
た
も
の
で
す
。

ま
た
、
平
成
4
年
に
は
、
北
海

道
衛
生
団
体
連
合
会
表
彰
、
リ
サ

イ
ク
ル
推
進
協
議
会
長
賞
、
平
成

6
年
に
は
北
海
道
知
事
感
謝
状
を

受
賞
し
て
い
ま
す
。

室温よさ之ωソーラシ祭りで「舎盆夢撞人」華麗に舞S!
6月12、13日の2日間にわたり札幌市内で行われた全道よさこいソーラン祭り、

水野進実行委員長を中心に札幌今金会のスタッフも加わり総勢80名の「今金夢追

人j チームが炎天下の中、華麗な踊りを披露しました。

今金小学校の運動会とも重なり、踊り子、スタップ充分な体制ではありません

でしたが、精一杯踊り今金町をアピールしてきました。
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6
月
9
日
、
謙
開
閉

会
(
坂
本
建
設
下
請

協
力
会
)
平
井
勇

会
長
か
ら
チ
ャ
リ
テ

ィ
l
ゴ
ル
フ
大
会
の

益
金
が
社
会
福
祉
協

議
会
に
寄
付
さ
れ
ま

し
た
。こ
の
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
ゴ
ル
フ
大
会
は
今

年
で

3
年
目
を
迎

え
、
益
金
は
地
域
の

福
祉
事
業
の
た
め
に

役
立
て
ら
れ
て
い
ま

す。

チャリティーゴルフ大会の益金を
地域の福祉事業に

6
月
9
日
今
金
保
育
所
年
長

児
に
よ
り
、
サ
ケ
の
稚
魚
が
後

志
利
別
川
に
放
流
さ
れ
ま
し

た。
こ
の
稚
魚
は
、
北
袷
山
町
の

丹
羽
養
殖
場
で
人
工
ふ
化
し
た

も
の
を
、
「
清
流
保
護
の
会
」
の

会
員
の
皆
さ
ん
の
手
に
よ
っ
て

4
1
5
凹
ま
で
育
ち
ま
し
た
。

放
流
事
業
も
今
年
で

3
年
目

を
迎
え
、
も
し
か
し
た
ら

3
年

前
に
放
流
し
た
稚
魚
が
、
今
年

の
秋
に
は
元
気
に
帰
っ
て
く
る

か
も
知
れ
ま
せ
ん
ね

「サケさん元気で帰ってきてね!J 大雨災害時に強い味方!• • 運動会スナップ写真

〕2
 
〔

6
月
日
日
函
館
開
発
建
設
部

今
金
河
川
事
業
所
に
配
置
さ
れ

た
、
排
水
ポ
ン
プ
車
の
試
運
転

が
ピ
リ
カ
ダ
ム
湖
畔
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
乙
の
排
水
ポ
ン
プ
車

は
大
雨
時
等
の
内
水
排
除
を
行

う
た
め
の
災
害
対
策
車
で
、
大

雨
の
時
に
は
大
き
な
威
力
を
発

揮
し
て
く
れ
そ
う
で
す
。

開瞳聖

一司司

応援にも熱が入る(今金小学校)

PTAによる見事な組体操
(開校100年記念)
(今金小学校)

3輪車はお手のもの
(今金小学校)

美利河小学校山村留学生も参加 1
(花石小学校)
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特
集

温
泉
に
み
ん
な
で
い
こ
う

ユ

ラ

ッ
プ

『
湯
楽
部
山
麓

ぬ
く
を
ま
弓
け
}
パ
}
ト

2
』

7
聞
の
ス
ヲ
ン
ヌ
在
任
市
め
符
庇
口凹当
E
ょう

コ
リ
ド
ー
ル
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
推
進
協
議
会
で
は
、
昨
年
ロ
月

か
ら
今
年
の

3
月
に
か
け
て
実
施

し
た
「
ぬ
く
た
ま
ら
り
!
」
を
好

評
に
つ
き
再
度
実
施
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

ス
タ
ン
プ
ラ
リ

l
は
、
コ
リ
ド

ー
ル
交
流
ネ
フ
ト
ワ
l
ク
に
参
加

し
て
い
る
八
雲
町
、
長
万
部
町
、

熊
石
川
、
大
成
町
、
瀬
棚
町
、
北

恰
山
町
、
今
金
町
の
混
泉
を
姐
り

ス
タ
ン
プ
を
集
め
て
も
ら
う
も
の

で
す
。応
募
方
法
は
、
各
町
の
温
泉
に

入
浴
し
、
受
け
付
け
な
ど
に
設
置

し
て
い
る
応
募
は
が
き
に
ス
タ
ン

プ
を
集
め
て
応
募
し
て
も
ら
う
も

の
で
す
。
集
め
終
わ
っ
た
ら
各
町

に
設
置
し
て
い
る
応
募
箱
に
投
函

す
る
か
切
手
を
貼
っ
て
郵
送
く
だ

さ
い
。プ
レ
ゼ
ン
ト
は
、
各
町
の
特
産

品
な
ど
が
当
た
り
ま
す
。
応
募
期

聞
は
平
成
刊
年
7
月
1
日
か
ら
け

月
什
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

-
応
募
し
特
産
品
を
当
て
よ
う

台
特
等
1
万
円
相
当

(1
名
)

合

1
等
7
千
円
相
当

(
3
名
)

食
2
等
5
千
円
相
当

(
5
名
)

合

3
等
3
千
円
相
当

(
凶
名
)

※
各
町
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
候
補

V
八
雲
町

ホ
タ
テ
の
加
工
品

・
バ
タ
l
あ
め
な
ど

曹
長
万
部
町

毛
が
に

・
昆
布

醤
油

「
し
ず
か
り
」

・
シ
ャ
マ

ン
の
キ
ム
チ

・
パ
イ
ケ

l
キ

な
ど

V
熊
石
町

ア
ワ
ビ

・
す
っ
ぽ

ん
の
缶
詰
な
ど

V
大
成
町

タ
コ
チ
ー
ズ
な
ど

V
瀬
棚
町

特
製
ア
イ
ス
ク
リ

ー
ム

・
ビ

l
フ
ジ
ャ
ー
キ

l

v北
槍
山
町

う
き
し
ま
ワ
イ

ン
セ
ッ
ト

・
名
産
天
然
ハ
チ

ミ
ツ
な
ど

V
今
金
町

し
そ
ジ
ュ
ー
ス

・

特
産
軟
白
長
ね
ぎ
な
ど

， 

• • 

占
H

瀬
棚
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

『や
す
ら
ぎ
館
』

}

体
ぽ
か
ぽ
か
、
お
肌
つ
る
つ
る
の
泉
質
が

amu-

m
w
U

評
判
で
す
。
サ
ウ
ナ
や
気
泡
風
呂
、
露
天
風

笛

m
Eも
あ
り
ま
す
。
湯
上
が
り
の

一
服
、
お
み

翻
靖
明

や
げ
に
は
瀬
棚
町
産
の
牛
乳
を
使
用
し
た
無

面
白
開
場

添
加
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
ど
う
ぞ
。

位
制
調

・
営
業
時
間

午
前
日
時

1
午
後
川
一
時

局
川
ヴ

(
7
月
1
日
か
ら
9
月
初
日
ま
で
)

薗
鴨
川
に

右
の
期
間
以
外
は
午
前
川
時
1
午
後
9
時

市
町
引

・

定

休

日

毎
月
第
1
・
3
月
曜
日

開

3

・

料

金

制

下

・
大
人

3
0
0
円

8

・
中
人

(
6
1
ロ
歳
)
2
0
0
円

・
小
人

(
3
1
5
歳
)
6
0
円

・
7
0
歳
以
上

2
0
0
円

ムH
町
営
温
泉

ムH
ホ
テ
ル
四
国
屋

(8
2
l2
3
1
1
)

食
ホ
テ
ル
あ
つ
ま

(8
2
2
0
1
8
)

}
η

大
丸
金
旅
館

(8
2
12
6
1
7
)
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刊
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H

長
万
部
温
泉
ホ
テ
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I2
0
7
9
)

-
-
aa""
・

調
書

i
女
昇
月
旅
館

(8
2
12
2
2
2
)

画
局
制

女
大
成
館

(8
2
12
2
2
5
)

企
外
童

(

市
躍

ムH
温
旅
館
泉
も
り
か
わ

(8
2
15
5
5
5
)

局
(
抗

女
福
屋
旅
館

(8
2
12
4
2
3
)

務

O
Y

事

5
夕

食
き
む
ら
旅
館

(8
2
12
3
5
5
)

町

4
ス

ムH
二
股
ラ
ジ
ウ
ム
温
泉

(8
2
4
3
8
3
)

部

2
万
ト
畏

28
 

お
ぼ
こ
荘

8
3
3
1
2
3

(
八
雲
町
鉛
川
6
2
2

1
)

、.，
a同
M

・

、.，司，
s

隷
叩
興
阿
編
刷
所

食
銀
婚
湯
温
泉

画
a
p
場

食
時
置

，
、
団
川
含
己

局
い
ヴ

ムH
ニ
ュ

|
パ
シ
フ
イ
y
ウ
ホ
テ
ル

鴎

1
T
V

8
7
12
0
1
1

E
F
け
れ

(
八
雲
町
上
の
湯
1
6
2
)

町
引
;

雲一白一
八
28
 

ムH
町
営
温
泉
小
牧
荘

8
3
3
1
2
3

※
宿
泊
の
み
(
八
雲
町
鉛
川
6
2
3
)

8
7
3
1
1
1
 

(
八
雲
町
上
の
湯
1
9
9
)

A
H
桜
野
温
泉
熊
嶺
荘

8
6
I2
5
6
4

(
八
雲
町
わ
ら
び
野
3
4
8
)

女
温
泉
ホ
テ
ル
光
洲

8
3
4
1
2
6

(八
雲
町
浜
松

1
5
2
)

A
H

あ
わ
び
の
里
の
テ
マ
館
1

ひ
ら
た
な
い
温
泉
あ
わ
び
の
湯

心
も
身
体
も
ホ
ツ
と

一
息

!

的

静
か
に
流
れ
る
く
つ
ろ
ぎ
の
時
を

・
・

}

叩

大
浴
場
、
泡
風
呂
、
サ
ウ
ナ
、

調

。

露
天
風
呂
で
心
地
よ
い
一

汗
。

臨
描
何

風
呂
上
が
り
は
新
鮮
な
お
寿
司
を
!

企

E
場

J

{
舛
置

9

0

1

2

0

局

市
設

古
山
峡
の
湯
の
宿

務
ペ
フ

見

市

温

泉

事
刊
刀

鯵
蒼
た
る
雲
石
峡
!

町
1

M

緑

1
紅

1
白
1
表
情
豊
か
な

石
3
;

季
節
の
息
吹
を
感
じ
て

・
・
・

熊

.

鉄
分
を
含
ん
だ
赤
茶
色
の
湯
は

配

ミ
ネ
ラ
ル
分
が
豊
富
で
湯
治
に
最
適
1

1

大
浴
場
、
せ
せ
ら
ぎ
を
望
む
露
天
風
巴
。

(
宿
泊
も
可

7
、
8
0
0
円
1
)

(
7

∞i
n

∞) 

女
温
泉
ホ
テ
ル

(4) 

【
入
浴
料
金

(大
人
)
】

3
6
0
円
か
ら

5
0
0
円
ま
で

※
手
こ
ろ
な
料
金
で
す
べ
て
の
施
設
に
宿
泊

で
き
ま
す
。

食
貝
取
澗
温
泉
郷

『大
成
町
国
民
温
泉
保
養
セ
ン
タ

』

(8
4
16
3
2
7
)
 

午
前
9
時
1
午
後
9
時
ま
で

大
人

2
6
0
円

・
小
人
印
円

通
年
(
定
休
日
な
し
)

大成町事務局(企画諒}
~4・5511 (市外局.01398)
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4
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2
0
)
 

}

・
日
帰
り
入
浴
料
金
大
人

5
0
0
円

初

小
人
3
0
0
円

駒

叩

・
宿
泊
料
金

7
、
3
0
0
円
1

画

劃

(
年
中
無
休
)

企
局
柄

安
田
園
の
湯
宿
ね
と
い
温
泉

(
M
n
u副

(8
4
5
1
4
1〕

蝿
怖
謝

・
日
帰
り
入
浴
料
金
大
人
4
0
0
円

事

つ

小
人
2
0
0
円

'
t
hノ

・
宿
泊
料
金

6
、

町

t門
Y

山
1
ス

(
年
中
無
休
)

槍

5

大
北
槍
山
温
泉
い
こ
い
の
家

北
ト

(8
4
15
5
6
5
)

h
H

・
日
帰
り
入
浴
料
金
大
人

2
6
0
円

E

小
人

i
2
0
円

幼

児

6
0
円

-
宿
泊
無
(
定
休
日
第
1
・
3
火
曜
日
)

3 

瀬
棚
郡
今
金
町
宇
今
金
必

1

』よ

3 9 

今
金
役
場

カh

回目~4

コ
リ
ド
l
ル
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

1:1 {世!lil: 

切手を

貼って

ください

プ
レ
ゼ
ン
ト
係

行

住
所

氏
名

電
話

女
ケ
ア
プ
ラ
ザ
ピ
リ
力

(8
3
7
1
1
1
)

-
宿

泊

施

設

あ

り

定

休
日

な

し

-
入
浴
料
金
大
人
5
0
0
円

小
人
2
0
0
門

瓶

水

プ
l
ル
あ
り

参金町事務局(企画調聾認}
~2-0 1 1 1 (市外局書01378)

スタンフ設置場所

で※ 1< 1< 
も布1 22・奥 定 あ
ご川 ・豆宿 ピ 休 . つ
1'11瓶入否泊 リ 日中入た
用泉浴認施力 入浴か
に ・ 料ザ設温 水 1料 ら
なあ 金Zあ泉 a1l4金ん
れ つ zり「日 O ど
また小大会 山 円大(
すか人入、営の サ人8
。ら 13品業家 ウ小 32
ん 50口期」 ナ人 6人
どo0月間 あ o::; 
31 は円円口中 り7円 ，

回 早は o 
数主無 円、L
券 ニニ休

x 
き

り

ーーー一一一一一一--'ì.山折りにして耳をのりづけして下さい "'"); ----------- ~と
り

せ

ん

Y 

ル

ト

町

一

ツ

石

ド
キ
ク
:

リ
治
山
一
白

コι
ーにワ

n 
雲
町

コ
ラ
y
フ

湯
楽
部
山
麓

「
ゆ
く
定
ま
ら
り
l
」

応
募
用
問
聞
は
温
泉
地

区
置
い
て
い
ま
す
o

v之
之
は
押
し
て
く

だ
さ
い
。

コリド-)~
主流ネット
ワーク
八雲

長
万
部
町

熊
石
町

ムH
種
川
温
泉

(8
2
10
3
8
8
)

-
定
休
日
木
曜
日

.
入
浴
料
金
大
人

3
6
0
円

中
人
1
4
0
円

小

人

7
0
円

コリド-n
交流キット
ワーク
抑制1"

六
成
町

北
椙
山
町

瀬
棚
町

今
金
町



町民のみ抱さんよ否じくお願いじます。

山
内
巡
査
長
は
天
塩
郡
豊
富
町
に
生
ま
れ
札
幌
方

面
豊
平
警
察
署
、
警
察
本
部
機
動
隊
を
経
て
こ
の

6

月
に
今
金
交
番
に
着
任
し
ま
し
た
。
昨
年
結
婚
し
た

ば
か
り
で
新
婚
ホ
ヤ
ホ
ヤ
!

趣
味
は
ゴ
ル
フ
、
キ
ャ
ン
プ
、
パ
ソ
コ
ン
と
幅
広

い
趣
味
を
お
持
ち
で
す
。
ま
た
、
柔
道
は

2
段
の
腕

前
と
か

・

山
内
巡
査
長
か
ら
の

コ
メ
ン
ト

「町
民
の
皆
様
と
共
に
、
犯
罪
の
な
い
住
み
よ
い

町
づ
く
り
を
目
指
し
て
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
」
町
民
の
み
な
さ
ん
、
山

内
巡
査
長
を
見
か
け
た
ら

気
軽
に
声
を
か
け
て
下
さ

し

J¥東小学校で田植え l

まさき

正樹さん
やまうち

山内

ma
司

噌

今金交番

巡査長

「
先
生
達
と
ぼ
く
達
の
交
流
」

神
丘
小
学
校
六
年

矢

野

辰

徳

く

ん

「先
生
、
今
日
は
、
遊
べ
ま
す

か。
」
僕
達
は
、
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
三

上
先
生
に
聞
き
ま
す
。

「
よ
し
、
い
い
ぞ
あ
と

5
分
待

て
」
と
言
う
。
昼
休
み
と
放
課
後

で
遊
び
ま
す
。
前
は
、
校
長
先
生

と
し
か
、
遊
ば
な
か
っ
た
け
ど
三

上
先
生
と
井
口
先
生
が
入
っ
て
き

て
、
遊
び
が
楽
し
く
な
っ
た
。

僕
達
が
、
遊
ん
で
い
る
遊
び

は、

三
回
ぶ
つ
け
や
バ
ト
ミ
ン
ト

ン
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
で
す
。

遊
ん
だ
後
は
、
み
ん
な
汗
だ
く

で
す
。

「ま
だ
遊
ぼ
う
な
」
と
い
っ

て
三
上
先
生
は
、
職
員
室
に
入
っ

て
い
く
。
僕
達
は
、
四
時
ま
で
遊

び
ま
す
。

こ
う
い
う
こ
と
が
始
ま
っ
た
の

6
月
5
日
、
八
東
小
学
校
で
全

校
生
徒
却
人
の
手
に
よ
り
田
値
え

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
低
学
年
は
重

い
足
取
り
、
ぎ
こ
ち
な
い
手
さ
ば

き
に
も
か
か
わ
ら
ず
一
生
懸
命
苗

を
植
え
て
い
ま
し
た
。
高
学
年
に

な
る
と
さ
す
が
に
慣
れ
た
も
の

で
、
軽
い
足
取
り
、
あ
さ
や
か
な

手
さ
ば
き
で
植
え
て
い
ま
し
た
。

今
回
植
え
た
苗
は
餅
米
の
苗
で

収
穫
後
の
餅
つ
き
が
楽
し
み
で

す。

' . • 

は
、
校
長
先
生
が
来
て
か
ら
で
す
。

校
長
先
生
は
、
は
じ
め
き
び
し

そ
う
だ
と
思
っ
た
け
ど
、
給
食
の

時
、
じ
よ
う
だ
ん
を
言
っ
て
い
る

の
で
お
も
し
ろ
い
人
だ
と
恩
い
ま

し
た
。校
長
先
生
が
じ
よ
う
だ
ん
を
言

う
と
、
み
ん
な
の
視
線
は
、
き
び

し
い
で
す
。

よ
く
言
う
じ
よ
う
だ
ん
は
、
池

に
行
っ
て
は
、
い
け
ま
せ
ん
。
ダ
ム

に
行
つ
て
は
、
だ
む
で
す
よ
。
と
か

で
す
。
校
長
先
生
は
、
パ
ト
ミ
ン
ト

ン
が
得
意
で
す
。
大
地
い
く
ぞ
1

」

と
か
言
っ
て
返
し
て
く
る
。
井

口
先
生
は
、
く
る
時
も
あ
れ
ば
、
来

な
い
時
も
あ
り
ま
す
。

校
長
先
生
は
、
給
食
の
時
し
か
あ

ま
り
じ
よ
う
だ
ん
を
言
い
ま
せ
ん
。

で
も
、
そ
ん
な
校
長
先
生
が
い

い
で
す
。
あ
ん
ま
り
じ
よ
う
だ
ん

を
い
っ
て
る
と
、

三
上
先
生
的

な
、
お
と
ぼ
け
キ
ャ
ラ
に
な
っ
て

し
ま
う
。

校
長
先
生
が
来
て
か
ら
、
放
課

後
や
昼
休
み
に
遊
ん
で
い
て
、
本

当
に
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

舎金申学校の掲示板

農協とテー方ーに設置1
青空葉通安全文舎で突通安全宣言 1
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坂
本
建
設
と
ゼ
ン
ケ
ン
工

業
に
勤
務
さ
れ
て
い
る
職
員

方
が
、
5
5
運
動
(
ス
ピ
ー

ド
ダ
ウ
ン

・
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

着
用
)
の
推
進
と
交
通
事
故

を
絶
対
起
こ
さ
な
い

こ
と
を

宣
言
し
ま
し
た
。

車
を
運
転
さ
れ
る
皆
さ
ん

も
、
自
ら
の
命
を
守
る
た
め

5
5
運
動
の
実
施
を
!

前
の
校
長
先
生
と
は
、
遊
ん
だ

の
は
、
あ
ん
ま
り
な
か
っ
た
し
、

先
生
達
と
も
今
ま
で
こ
ん
な
に
仲

よ
く
遊
ん
だ
こ
と
は
、
あ
ん
ま
り

な
か

っ
た
と
思
い
ま
す
。
先
生
達

と
遊
ぶ
と
楽
し
い
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
先
生
達
と
、
遊
ん

で
交
流
し
て
行
き
た
い
で
す
。

「
ぼ
く
た
ち
の
学
級
」

神
丘
小
学
校
木
谷

六
年
和
博
く
ん

ぼ
く
た
ち
の
学
級
は
、
楽
し
く

て
、
元
気
で
、
明
る
い
で
す
。
み

ん
な
の
し
よ
う
か
い
を
し
ま
す
。

ま
ず
は
、大
地
君
で
す
。
大
地
君

は
、
児
童
会
書
記
で
す
。
大
地
君

は
、
へ
ん
な
か
つ
こ
う
で
、勉
強
す

る
人
で
す
。
で
も
、
元
気
で
す
。
体

育
館
で
走
り
ま
わ
り
ま
す
。

つ
ぎ
は
雅
硲
君
で
す
。
雅
硲
君

は
、
身
長
は
で
か
い
で
す
。
あ
と

は
、
児
童
会
副
会
長
で
す
。
雅
裕

君
は
、
大
地
君
と
同
じ
で
元
気
で

す
。
パ
ス
ケ
が
う
ま
い
で
す
。

槍山管内10町が合同でホームページ 「アクセス檎山10J

芭tしました。

このホームページは恰山管内各町の自然、歴史、観光情報な

どインターネットを通じて

町内外に広く発信していま

す。

ご覧になりたい方は、

デ・モーレン2階に設立宣し

でありますのでご利用くだ

さい。

農
協
デ
パ
ー
ト

入
口
と
テ

l
オ
l

今
金
シ
ョ
ピ
ン
グ

プ
ラ
ザ
正
面
入
口

に
、
今
金
中
学
校

の
掲
示
板
が
設
置

さ
れ
ま
し
た
。
買

い
物
の
際
に
は
ぜ

ひ
足
を
止
め
て
ご

覧
下
さ
い
。
今
金

中
学
校
の
ホ
ッ
ト

な
情
報
が

・

r-ーーーーーー田園田園田・
住宅金融公庫のローン返済で .
お困りの方

勤務先の倒産などで、返済が困難な 定の

方に対し、返済負担が軽減される特例があり

ます。

.主な内容.

0返済期間の延長{品長IC年間}

。元金据白期間の設定 1I首長3年J
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住宅金融公庫北海道支庖・. 80112618308 
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1 • • つ
ぎ
は
、
辰
徳
君
。
五
、
六
年

の
中
で
、
体
重
が
か
る
い
で
す
。

辰
徳
君
は
、
お
も
し
ろ
い
で
す
。

へ
ん
な
か
つ
こ
う
で
、
バ
ス
ケ
ッ

ト
ゴ

l
ル
に
シ
ュ

l
ト
し
ま
す
。

つ
ぎ
は
、
ほ
く
で
す
。
ぼ
く
は
、

児
童
会
会
長
で
す
。
ぼ
く
は
、
ギ
ャ

グ
を
言
っ

て
も
う
け
な
い
で
す
。

そ
し
て
、
つ
ぎ
は
、
愛
ち
ゃ
ん

で
す
。愛
ち
ゃ
ん
は
、
や
さ
し
い
け

ど
、
け
ん
か
を
う
る
と
、
け
ん
か

と
ち
が
う
け
ど
つ
よ
い
で
す
。

そ
し
て
、
田
中
先
生
は
、
お
も
し

ろ
い
先
生
で
す
。
例
え
ば
、
ね
こ
の

話
を
き
か
せ
て
く
れ
た
り
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
、
ぼ
く
た
ち
は
、
や

さ
し
く
て
け
ん
か
の
な
い
学
級
に

し
た
い
で
す
。

|吋北海週
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出産記念品の贈呈額ガ褒わりました!B墨田岡霊園.1確j塞7l1'A~司:1'.謹忌ft呈お也R'.JI・

出
生
児
に
対
す
る
記
念
品
贈
呈
規
則
が
改
正
と
な
り
、平
成
日
年
7
月
1
日

以
降
に
生
ま
れ
た
出
生
児
か
ら
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。
(
改
正
前
は
す
べ

て
の
出
生
児
に
5
万
円
記
載
の
預
金
通
帳
が
贈
呈
さ
れ
て
い
ま
し
た
。)

。
第
1
子
出
生
児
の
届
出
が
あ
っ
た
と
き
は
つ

-
5
万
円
記
載
の
制
金
通
帳
が
贈
呈
さ
れ
ま
す
.

0
第
2
子
出
生
児
の
届
出
が
あ
っ
た
と
き
は
?

-m万
円
記
載
の
預
金
通
帳
が
贈
呈
さ
れ
ま
す
。
(
た
だ
し
、
父
又
は
母
が

3
年
以
上
居
住
し
て
い
な
い
場
合
は
、

5
万
円
記
載
の
預
金
通
帳
が
贈
呈
さ

れ
ま
す
。
)

。
第
3
子
以
降
の
出
生
届
出
が
あ
っ
た
と
き
は
っ

-m万
円
記
載
の
預
金
通
帳
が
贈
呈
さ
れ
ま
す
。
(
た
だ
し
、
父
又
は
母
が

5
年
以
上
居
住
し
て
い
な
い
均
合
は
、
川
万
円
記
載
の
預
金
通
帳
が
贈
呈
さ

れ
ま
す
.)

な
お
、
第
2
子
第
3
子
以
降
の
申
簡
に
つ
い
て
は
戸
籍
謄
本
の
添
付
が
必

要
で
す
。
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
町
民
税
戸
籍
係
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

(
少
年
向
)

O
思
い
あ
た
る
人
は
い
ま

り
、
続
に
反
抗
し
た
り
し
て
い

ま
せ
ん
か
!

O
万
引
き
は
、
窃
盗
犯
で
十
年
以

下
の
懲
役
と
い
う
重
い
罪
で

す。
・
お
も
し
ろ
半
分
の
「
万
引
き
」
で

あ
っ
て
も
ド
ロ
ボ
ウ
で
す
。

・
放
鐙
さ
れ
て
い
る
自
転
車
で
も

乗
り
回
す
と
犯
罪
に
な
り
ま

す
。

O
テ
レ
ホ
ン
ク
ラ
ブ
を
利
用
す
る

い
わ
ゆ
る

「援
助
交
際
(
援

交
)」
は
、
売
春
に
な
り
ま
す
。

(
保
護
者
向
け
)

O
い
つ
も
子
供
さ
ん
の
行
動
に
関

せ
ん
か
?

こ
れ
を
読
ん
で
、
ド
キ

ッ
と
す
る
人
は
、
要
注
意

で
す
。

-
親
な
ど
に
行
先
を
言
わ

ず
に
外
出
し
た
り
、
夜

遊
び
ゃ
外
泊
な
ど
を
し

て
い
ま
せ
ん
か
1

-
う
そ
を
つ
い
た
り
、
家

族
と
の
会
話
を
さ
け
て

は
い
ま
せ
ん
か
!

-
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で

怒

っ
た
り
、

キ
レ
た

• 

， 

• 
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年
金
に
関
す
る
質
問
や
相
談
を
次
の
日
程

育児休業給付をご存じですか?

で
行
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
利
用
し
て

年金相談日について

く
だ
さ
い
。

7 
月記
29 
日

(
木
)

。
と

き
午
前

ω時
1
午
後
3
時
ま
で

(
午
後
山
時
日
分

1

-
時
ま
で
昼
食
)

。
と
こ
ろ

。
相
談
員

役
場
町
民
相
談
室

函
館
社
会
保
険

事
務
所
職
員
《
町
民
放
年
金
係
》

定期巡回経営相談のご案内

北
海
道
商
工
指
導
セ
ン
タ
ー
で
は
、
厳
し
い
経
営

環
境
へ
の
対
応
を
迫
ら
れ
て
い
る
中
小
企
業
経
営
者

の
苦
悩
を
少
し
で
も
軽
減
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

定
期
巡
回
経
営
相
談
(
事
業
名
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
点

灯
)
を
実
施
し
ま
す
.

セ
ン
タ
ー
の
中
小
企
業
診
断
土
が
、
定
期
的
に
地

域
を
巡
回
し
、
企
業
を
訪
問
し
て
経
営
に
関
す
る
相

談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
に
係
る
費
用
は
無
料
で
す
。

相
談
ご
希
望
の
方
は
、
予
め
下
記
は
お
申
し
込
み

下
さ
い
。

全国海難防止強調運動

『船舶の点検・整備と海難用機器類の適正な使用を!~

記

・
巡
回
回
数
と
巡
回
月
及
び
巡
回
週

年
4
回、

4
月

7
月
、

ω月、
l
月

上
記
缶
月
の
第
3
遡

(

輸

出

3
月
刊
叫
日
の
週
)
に
巡

回
し
ま
す
.

・
相
談
申
込
先

社
団
法
人
北
海
道
商
工
指
導
セ
ン
タ
ー

興
部

地
域
振
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|国民年金は要らない、夫の年金だけで十分?!I 

1M>>!. 
お問い合わせ先
町民課年金係

H 2 -0' ， ， 
(内線， 2 2) 

自
分
の
年
金

め
に
加
入
し
を
受
け
る
た

ま
し
ょ
う
。

• 

私の夫は老齢厚生年金を

受給し.私の加給年金も加

算されています。私は56歳

ですが老後は夫の年金だけ

で十分なので国民年金は必

要としません.

心
を
持
っ
て
い
ま
す
か
?

「明
る
く
楽
し
い
家
族
の
対
話
」

とた
声
か
け
」

-つ。

「子
供
の
行
動
に
関
心
を
持
つ

を
心
が
け
ま
し
ょ

O
テ
レ
ホ
ン
ク
ラ
ブ
や
伝
言
ダ
イ

ヤ
ル
を
利
用
し
て
の
性
的
な
被

害
に
迎
う
ケ

l
ス
が
増
え
て
い

ま
す
。
少
年
の
非
行
防
止
や
犯

罪
の
防
止
で
大
切
な

こ
と
は、

子
供
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
で
す
。

。
間
違

っ
た
行
い
は
本
気
で
叱

り
、
そ
の
場
で
正
す
こ
と
が
本

当
の
愛
情
で
す
。

ご
主
人
が
厚
生
年
金
保
険
か
ら

年
金
を
受
け
て
い
て
も
、
あ
な
た

は

ω歳
ま
で
は
国
民
年
金
に
加
入

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ

は
、
会
社
員
な
ど
の
妻
に
も
日
歳

に
な

っ
た
と
き
に
、
本
人
名
義
の

年
金
を
支
給
し
よ
う
と
い
う
考
え

方
に
基
づ
く
も
の
で
す
。
な
お
、
夫

の
老
齢
厚
生
年
金
に
加
算
さ
れ
て

い
る
加
給
年
金
は
妻
が
防
歳
に
な

っ
た
と
き
に
は
支
給
さ
れ
な
く
な

• 

(少
年
、
保
護
者
向
け
)

O
困
っ
た
り
、
悩
ん
で

い
る
こ
と
が
あ
っ
た

ら
い
つ
で
も
気
軽
に

少
年
相
談
電
話
や
最

寄
り
の
交
番

・
防官
祭

器
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。
「
少
年
相
談

1
1
0
番」

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

8
0
1
2
0
1
6
7
7
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《
少
年
制
附
》

• • 
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-
歳
未
満
の
子
を
養
育
す
る
た
め
育
児
休
業
を
行
い
、
育
児

休
業
終
了
後
に
職
場
復
帰
す
る
予
定
の
雇
用
保
険
被
保
険
者
の

方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

*
育
児
休
業
開
始
前
2
年
間
に
、
賃
金
の
支
払
が
あ
っ
た
日

が
日
日
以
上
あ
る
月
が
ロ
カ
月
以
上
必
要
で
す
。

育
児
休
業
給
付
金
は
、
育
児
休
業
開
始
前
の
賃
金
の
お
%

(
育
児
休
業
期
間
中
に
却
%
、
職
場
復
帰
後
6
カ
月
経
過
後
に

5

%
)
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
育
児
休
業
期
間
に
賃
金
が
支
払
わ
れ
る
場
合
に
は

支
給
さ
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

*
育
児
休
業
期
間
に
は
、
産
前
産
後
の

8
週
間
は
含
ま
れ
ま

せ
ん
。

育
児
休
業
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
た
め
に
は
、
事
業
主
の

方
が
育
児
休
業
を
開
始
し
た
日
の
翌
日
か
ら
ゆ
日
以
内
に
「
休

業
開
始
時
賃
金
月
額
証
明
書
」
と

「育
児
休
業
給
付
受
給
資
格

確
認
票
」
に
関
係
書
類
を
添
え
て
、
事
業
主
の
所
在
地
を
管
轄

す
る
公
共
職
業
安
定
所
に
提
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

ハ
ロ

l
ワ
l
ク

社会福祉協議会だより 11・6・10
※光の里学園.豊寿園、社会福祉協議会への
多額のご寄付、ご厚意ありがとうございました.

(敬称略)
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..ー・一一
酉館地方法務局今金出張所における不動

産登記事務のコンピュータ化について

平
成
日
年
7
月
凶
日
か
ら
同
月
別
日
ま
で
の
問
、
全
国
海

難
防
止
強
調
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
昨
年
の
要
救
助
船
舶

を
用
途
別
に
み
る
と
、
平
成

9
年
に
引
き
続
き
プ
レ
ジ
ャ
ー

ボ
ー
ト
等
が
ワ
ー
ス
ト
ワ
ン
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
海
難
の

内
容
は
、

「機
関
故
防
」
が
約
2
制
と
鳩
加
傾
向
に
あ
り
、
そ

の
ほ
か
「
衝
突

・
転
桜

・
乗
揚
げ
」
を
含
め
る
と

6
制
を
超

え
て
お
り
ま
す
。「
機
関
故
障
」
に
よ
る
も
の
は
、
「
出
港
前

点
検
」、
「取
扱
い
の
慣
熟
等
」
が
な
さ
れ
て
い
れ
ば
大
部
分

妨
げ
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
「
乗
揚
げ

・
衝
突
」
に
つ
い
て

も
航
海
副
器
や
操
舵
装
置
等
機
器
の
整
備

・
使
用
が
適
正
で

あ
れ
ば
防
ぎ
得
た
も
の
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え

「船
舶
の
点
検

・
整
備
と
航
海
用
機

総
頒
の
適
正
な
使
用
」
を
重
点
的
に
訴
え
つ
つ
、
本
運
動
を

積
駆
的
に
展
開
い
た
し
ま
す
。

瀬
棚
海
上
保
安
署
は
、
こ
の
機
械
に
皆
さ
ん
が
よ
り

一
回

海
難
防
止
に
努
め
て
い
た
だ
く
よ
う
、
運
動
期
間
中
の
各
種

安
全
指
導
等
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

《瀬
棚
海
上
保
安
署
》

..._..・・・一"ー・.・・・

り
ま
す
。

〕。。〔

あ
な
た
が
仮
に
、

国
民
年
金
に

加
入
し
な
い
場
合
に
は、

の
年
金
に
必
要
な
加
入
期
間
を
満

た
す
こ
と
が
で
き
ず
に
、
無
年
金

あ
な
た

被 さでに
扶ごい‘な
養主。必る
者人 ずこ
とが 加 と
な退 入も
つ 職 手考
てさ 続え
、れきら
た? をれ
妻場 しま

てすは合
一 下 の

「第

3
号
被
保
険
者
」
か
ら
「
第
l

号
被
保
険
者
」
へ
の
手
続
き
が
必

要
で
す
の
で
忘
れ
ず
に
年
金
係
の

窓
口
ま
で
お
越
し
下
さ
い。

自
衛
官
の
募
集
に
つ
い
て

防
衛
庁
で
は
、
平
成
ロ
年
3
月
・4
月
に
採

用
の
陵
・海
・内孟

自
衛
官
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
種
目

-2
等
陸
・海
・空
士
(
同
日
歳
以
上
幻
歳
未
満
)

.
W候
補
士
(
同
歳
以
上
幻
歳
未
満
)

一
般
市
凶
候
補
学
生
(
凶
歳
以
上
幻
歳
未
満
)

受
付
期
間

・
平
成
ロ
年
8
月
2
日
(
月
)
1平
成
ロ
年
9

月
ロ
日
(
金
)
ま
で

試
験
科
目
等
詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は

自
衛
隊
今
金
募
集
事
務
所
ま
で

8
0
1
3
7
8
2
0
2
5
8
 

和田開 ー
佐久間俊 一
種川老人クラブ
会長鎌田政蔵
阿部 幸作
大倉行雄
((函館市》
竹 次
石津
《札幌市》
樽井 一 文
回中恭子
北海道文教短期大学
《埼玉県》
光の村養護学校
秩父自然学闘

千恵子
兼 一

((i朝 割引町》
制11 )11 ミドリ
《北柏山l町日
北倫山小学校児窓会
《今金町》
今金盆栽会
会長山崎押平
謙朔会
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函
館
地
方
法
務
局
今
金
出
張
所
は
、
平

成
日
年

7
月
お
日
(
月
)
か
ら
同
出
張
所

管
轄
全
域
の
今
金
町
、
北
槍
山
町
、
瀬
棚
町

の
不
動
産
(
土
地

・建
物
)
の
登
記
事
務
を

コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
で
処
理
し
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
登
記
簿
謄
・抄
本
に
代
え

て
、
「登
記
事
項
証
明
書
」
を
発
行
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
行
っ
て

い
た
不
動
産
登
記
簿
の
閲
覧
制
度
は
廃
止

し
、
そ
れ
に
代
わ
る
も
の
と
し
て

「登
記
事

項
要
約
替
」
を
発
行
し
ま
す
。

な
お
、

地
図
の
閲
覧
及
び
商
業
・法
人
登

記
に
付
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
で
す
。

詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は

函
館
地
方
法
務
局
今
金
出
張
所

8
2

1
0
3
7
9
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(重点目標)

日
目
い
つ
で
も
、

ど
こ
で
も
、
誰
で
も
が
、

E
町
の
歴
史
や
自
然
・
文
化
を
大
切
に
し

画

家
庭
や
学
校
、
地
域
社
会
の
き
ず
な
を
深
め

困

熱

意

を
も
っ
て
、
自
ら
楽
し
く
健
や
か
に
学
び
合
い
ま
し
ょ
う
。

社会教育

だより
第272号

年

度
の
ス
ポ
ー
ツ
交
流
の
場

7
月
四
日
に
町
民
体
育
祭

今
年
で
似
回
目
と
な
る
町
民
体

育
祭
は
、
町
民
が

一
堂
に
会
し
、
ス

ポ
ツ
を
通
し
て
親
睦
と
融
和
を

深
め
、
健
康
増
進
と
体
力
向
上
の

必
要
性
を
感
じ
る
機
会
に
す
る
と

と
も
に
、
自
治
会
町
内
会
意
識
の

高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
体

育
協
会
と
連
合
自
治
会
町
内
会
の

共
催
事
業
で

7
月
同
日
(
日
)
に
今

小
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま
す
。

高
齢
化
や
少
子
化
が
進
ん
で
い

る
中
で
年
々
参
加
者
が
減
少
し
て

主
催
者
側
と
し
て
ア
イ

い
ま
す
。

デ
ア
を
振
り
絞
り
、

誰
で
も
気
軽

に
参
加
で
き
る
新
し
い
種
目
を
考

え
て
い
ま
す
。
昨
年
か
ら
光
の
里

学
園
と
高
等
養
護
学
校
の
参
加
も

あ
り
地
域

一
体
と
な

っ
て
ふ
れ
合

う
機
会
が
で
き
ま
し
た
。

体
育
祭
の
開
会
式
で
、

ス
ポ
ー

ツ
賞
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興

賞
、
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞
の
授
与
式

も
行
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、

こ
の
よ
う
に
、
年

一
回
ス
ポ
ー
ツ

を
通
し
て
汗
を
流
し
、
地
域
や
家
族

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る

こ
と
は
、
い
つ
の
時
代
も
決
し
て
変

わ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

さ
あ
町
民
の
皆
さ
ん
、
こ
の
機

会
に
地
域
ぐ
る
み
で
参
加
し
、
町

民
の
輸
を
確
か
め
て
み
て
は
ど
う

で
す
か
。

• 

d 

• 

快
い
汗
を
J

流
し
た

ル
シ

l
ウ
ォ

l
キ
ン
グ
終
わ
る

J¥ 

5
月
初
日
(
日
)
に
奥
ピ
リ
カ

温
泉
へ
向
か
う

7
キ
ロ
程
を
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
す
る
新
事
業
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
誰
も
が
生
涯
を

通
し
て
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
歩

く
楽
し
み
を
味
わ
い
な
が
ら
ま
わ

り
の
人
々
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
育
て
、
連
帯
感
あ
る
い
き

い
き
と
し
た
地
域
守
つ
く
り
を
す
す

め
、
町
民
の
健
康
の
維
持
増
進
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ

ま
し
た
。
日
名
の
参
加
者
で
賑
わ

い
、
健
康
を
意
識
し
な
が
ら
歩
く

入
、
仲
間
と
会
話
し
な
が
ら
楽
し

く
歩
く
人
、
野
鳥
を
観
察
し
な
が

ら
歩
く
人
な
ど
様
々
な
目
的
意
識

を
も
っ
て
奥
ピ
リ
カ
温
泉
を
目
指

し
歩
い
て
い
ま
し
た
。
事
前
準
備

や
万
全
な
指
導
体
制
で
事
故
や
ケ

ガ
も
な
く
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

今
回
の
事
業
で
町
民
の
ス
ポ
ー

ツ
に
対
す
る
考
え
方
が
健
康
を
意

識
し
た
り
、
仲
間
や
夫
婦
問
の
心

の
触
れ
合
う
場
と
考
え
る
人
が
多

く
な

っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。

参
加
者
の
中
か
ら
、
こ
の
事
業

を
秋
に
も
行
っ
て
ほ
し
い
と
の
声

も
あ
り
、
紅
葉
を
み
な
が
ら
、
心

身
共
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
も

の
と
考
え
実
施
の
方
向
で
検
討
し

て
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
を
き
っ
か
け
に
ス
ポ

ー
ツ
の
楽
し
み
方
を
見
つ
け
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は
、

二

三

四
八
八

る運3怠産毛J麗句

俵
編
み
器

〈文化財綴訪3'7)

昭
和
判
年
こ
ろ
ま

で
、
俵
は
穀
類
、
な

か
で
も
米
麦
の
包

装
、
輸
送
、
貯
蔵
に

用
い
る
ほ
か
に
、
馬

鈴
曲
者
や
豆
類
の
包
装

用
に
広
く
使
わ
れ
ま

し
た
。
俵
編
み
器
は

両
脚
で
支
え
た
横
木
に
、

等
間
隔

に
4
力
所
の
講
を
切
り
、
縦
純
を

か
け
ま
す
。
縦
絡
は

4
本
あ
り
、

編
み
絡
を
巻
く
「
こ
ま
」
が

8
個

あ
り
ま
す
。
こ
ま
は
別
名

「
こ
も

っ
ち
」
ま
た
は

「
っ
ち
の
こ
」
と

も
呼
ば
れ
ま
す
。
こ
ま
を
前
後
に

入
れ
か
え
、
原
料
わ
ら
を
縦
縄
の

聞
に
入
れ
て
編
み
ま
す
。

写
真
の
俵
編
み
器
は
白
石
地
区

の
河
島
松
五
郎
氏
か
ら
寄
贈
の
あ

っ
た
も
の
で
、

木
製
で
構
造
が
簡

単
な
た
め
、
自
家
製
で
あ
ろ
う
と

恩
わ
れ
ま
す
。
中
里
小
学
校
の
展

示
品
の
ひ
と
つ
で
す
。

〕nu 1 
〔

参
考
文
献

「北
海
道
の
民
具
」

(
北
海
道
新
聞
社
刊
行
)

今
回
は
加
数
年
間
町
民
セ
ン
タ
で
、
最
近
は
特
に
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ

・

十
わ
た
し
の
生
涯
学
習

l
図
書
室
に
勤
務
さ
れ
て
い
た
小
ン
ジ
メ
ン
卜
の
指
導
者
と
し
て
活

料

同
『

1

・J司
J
司
1
J

山
二三
子
さ
ん
(
大
和
町
)
を
ご
躍
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
月

1
回
教

'↓

.日
F

“u
一

一

ニ

紹

介

し

ま

す

。

室

を

開

き

町

民

の

皆

さ

ん

に

指

導

計

』
輔
副
引
同
州
司
バ
一J
一

利
用
者
の
大
半
が
こ
ど
も
と
い
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に

同

日

薪

i
一

J
H

J
一

う
こ
と
で
、
こ
ど
も
と
の
触
れ
合
文
化
祭
出
展
作
品
づ
く
り
の
た
め

…

罫

吋

も
」
直
宮
白
弘
、
戸
一
一

い
を
楽
し
み
に
毎
日
を
過
ご
さ
れ
に
参
加
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し

州

事
8
一

三

点

一

て
い
た
そ
う
で
す
。
活
字
離
れ
が
よ
-
っ
か
。

一
騒

E
~一一

1
m
一

進
み
、
年
々
利
用
者
が
減
少
し
て
ま
た
、
昨
年
は
リ

I
ス
作
り

制

」
割
凶
」

♂;
h
t
w
u
凶一

い
き
ど
う
し
た
ら
多
く
の
方
に
本
(
写
真
左
)
の
指
導
も
し
て
い
た

以、2d 

伺

1
祖
1」J
F

υ川悦叶川(

1
L

、塙暗

1i
E

詔ぎL》岨一
、¥&J
一
』-一

日
だ
つ
た
と
語
つ
て
く
れ
ま
し
た
。
仕
事
を
辞
め
て
か
ら
は
、
余
暇

同

一

k
掴
殴
'
E
E
E脇
d
F
J
ふ

一
方
、
小
山
さ
ん
は
生
け
花
の
時
間
を
過
こ
す
時
、
趣
味
を
持

誠

一

回

、

i
i司

rυ一
(
和
)
・
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
っ
て
よ
か
っ
た
と
つ
く
づ
く
思
う

川

「
1
1
1
1
1

r
u軒
臨

ト
(
洋
)
両
方
の
免
状
を
お
持
ち
こ
の
頃
だ
そ
う
で
す
。

山ソ

昨
年
度
よ
り
取
り
組
み

を
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
た

国
際
国
内
交
流
事
業
は
、

本
年
度
は
派
遣
事
業
、
受

入
事
業
併
せ
て
四
つ
の
事

業
を
開
催
予
定
で
お
り
ま

す
。
上
半
期
に
実
施
さ
れ

る
「
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

中
学
生
派
遣
事
業
」
と
「
国

際
交
流
の
つ
ど
い
受
入
事

業
」
は
そ
れ
ぞ
れ
の
派
遣

中
学
生
と
受
け
入
れ
家
庭

が
決
定
し
ま
し
た
の
で
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

①
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
中

学
生
派
遣
事
業

パ
l
ン
サ
イ
ド
高
校
と
の
交
流

が
始
ま
っ
て
本
年
度
で
十
年
目
。

本
町
独
自
の
国
際
交
流
と
し
て
、

ま
す
ま
す
交
流
が
深
ま
る
よ
う
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

。

期

日

八

月

七

日

比

1
十
七

日
伏
十
一
日
間

国際国内交流事業のお知らせ。
派
遣
者

油
谷
賢
二
く
ん
(
久
・
末
広
町
)

長
谷
川
拓
く
ん
(
修

一
・
日
進
)

井
下
奈
穂
さ
ん
(
岡
山
男
・
大
和
町
)

逢
見
由
利
香
さ
ん
(
重
三
・
南
栄
町
)

桑
原
志
帆
さ
ん
(
正
幸
二
一
品
美
町
)

川
河
聖
子
さ
ん
(
正
美
・
大
和
町
)

山
口
累
さ
ん
(
昭
則
・
本
町
)

• • 
.... 
言

JII彊祖国世世中岡 出島

島本

梓
さ
ん
(
優
・
南
町
)

美
佳
さ
ん
(
光
弘
・高
美
町
)

山
口
好
恵
さ
ん
(
弘
道
・
田
代
)

②
国
際
交
流
の
つ
ど
い
受
入
事
業

こ
の
事
業
で
受
け
入
れ
た
在
日

留
学
生
数
は
六
十
名
以
上
、
十
ヵ

国
余
り
に
な
り
ま
す
。
こ
の
夏
も

家
族
、
く
る
み
の
ふ
れ
あ
い
を
求
め

て
訪
れ
ま
す
。

。

期

日

八

月

十

六

日

目

1
二

十
九
日
佃
十
四
日
問

。
受
入
家
庭
板
垣
裕
彦
さ
ん
(
寒
昇
)

竹
内
正
夫
さ
ん
(
大
和
町
)

住
吉
義
行
さ
ん
(
南
町
)

こ
の
他
に
、
中
国
交
流
団
受
け

入
れ
(
時
期
未
定
)
と
熊
本
県
山
鹿

鹿
本
地
域
の
小
中
学
生
の
受
け
入

れ
(
十
二
月
下
旬
)
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
。
詳
細
は
あ
ら
た
め
て
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

社
教
関
係
行
事
等
の
日
程

}す

《
守
岡
V

ま

、1

1
U

4
日
市
川
カ
ニ
カ
ン
岳
山
聞
き

U

7

∞

町

民

セ

発

に

9
日

鉛

管

内
少
年
の
主
張
大
会

話

(
上
ノ
国
町

帯電

ω日
士

1
1
日

日

チ

ビ

ッ
コ
ア

円

ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
(
ミ
ニ
キ

留

ヤ
ン
プ
石
器
作
り
セ
ミ
ナ

は

l
J

間

l
ω

ピ
リ
カ
遺
跡
周

慨

辺

時

ロ
日
間
1
m
日
幻
管
内
社
会
教

の

(
育
主
事
転
研
修
会
熊
石

唱

T
J

・
4

H

(
 

口
日
幻
よ
っ
て
こ
い
祭
り
(
ロ

・
。

・

ω)
町
民
駅
伝
大
会

で

(
凶
∞
)
デ
・
モ

l
レ
ン

香

川
同
日
田
町
民
体
育
祭

8

G

O

)
今
小
グ
ラ
ン
ド

日

お
日
目
ピ
リ
カ
夏
ま
つ
り

ω
3

∞
ピ
リ
カ
ダ
ム
周
辺

一

お

日

間

親

子

水

泳

教

室

凶

2

∞

ク

ブ

プ
ラ
ザ
ピ
リ
カ

-a

m日
体

1
初
日
後
北
海
道
女
性

謝

大

会

恵

庭

市

電談

内

S
白
V

相

2
日
明

1
4
日
休
桧
山
少
年
夢

必

と
友
情
の
旅
青
森
市

な

4
日
目

N

Z
中
学
生
派
遣
事
業

め

最
終
研
修
会

ω
∞

刈

〕

EL-

H
H
 

学
習
セ
ン
タ
ー

〔



《
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者

負
担
は
ど
の
く
ら
い
っ》

.
介
護
保
険
対
象
サ
ー
ビ
ス
の

1

ヶ
月
の
在
宅
サ
ー
ビ
ス
利
用
限
度

額
は
要
介
護
度
に
よ
り
決
め
ら
れ

ま
す
。
(
表
参
照
)
そ
の
中
で
使
っ

た
額
の

i
制
を
保
険
料
と
は
別
に

負
担
し
ま
す
。

例
え
ば

「要
介
畿
2
」
と
判
定

さ
れ
た
と
し
ま
す
。
1
ヶ
月
、
初

万
円
分
の
サ
ー
ビ
ス
を
使
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。
そ
の
却
万
円
の
1

割
の

2
万
円
を
負
担
す
れ
ば
よ
い

こ
と
に
な
り
ま
す
。

(残
り
の
凶

万
円
は
介
護
保
険
か
ら
支
払
わ
れ

ま
す
。
)

初
万
円
分
の
サ
ー
ビ
ス
を
全
て

使
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

わ
け
で
は
な
く
、

ω万
円
分
の
サ

ー
ビ
ス
し
か
使
わ
な
け
れ
ば
、

ω

.要介護度別のサービス利用限度額

要介護度 サービス費用

要支援 月6万円程度

要介護 1 月17万円程度

要介護2 月20万円程度

要介護3 月26万円程度

要介護4 月31万円程度

要介諮 5 月35万円程度

月みんなの健康7 
l剖時者

一般住民関係

象立f目項

全地区7月5日間)1 10 : 00-11 : 45 全住民一般他府相絞

万
円
の

1
割
の
1
万
円
の
負
担
に

な
り
ま
す
。

限
度
額
で
は
足
り
な
い
と
、
い

う
人
は
限
度
額
を
超
え
て
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
す

が
、
超
え
た
分
は
全
額
自
己
負
担

と
な
り
ま
す
。
限
度
額
が
初
万
円

で
お
万
円
分
の
サ
ー
ビ
ス
を
を
使

っ
た
と
す
る
と
、
自
己
負
担
は
初

万
円
の

l
剖
の

2
万
円
と
限
度
傾

を
制
担
え
た
分
の

5
万
円
で
合
計
7

万
円
が
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

施
設
に
入
所
し
た
場
合
は
施
設

利
用
に
必
要
な
介
護
報
酬
の
1
割

と
食
事
代

(
2
万
3
千
円
程
度
と

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
)
を
利
用
者

が
負
担
し
ま
す
。
お
お
よ
そ
の
各

胞
設
ご
と
の
利
用
者
負
担
は
次
の

表
の
と
お
り
で
す
。

施設名 負担額

特別養護 約54，100円

老人ホーム (食事代含む)

老人保健施設
約56，900円

(食事代含む)

療養型病床群等
約69，100円

(食事代含む)

， 
" 

7月19日間)1 10 : 00-11 : 45 " 

7月12日間)1 10 : 00-11 : 45 全日民

全住民一般他日E相自主

-施設入所サービスの利用者負担" 8月2日(月)110:00-11 :45 全住民一般他脱相談

• • 
" 00-11 : 45 B月9日1M)

生後4.7.10.12ヶ月児

I歳7・8ヶ月児

生後4ヶ月児

全住民

すくすく子育てダイヤル

l歳6ヶ月健康診査

股関節脱臼検査

一般他蹴相駿

乳幼児関係

乳児他診

※
現
在
、
高
齢
者
介
護
サ
ー
ビ
ス

と
し
て
所
得
に
応
じ
て
負
担
額
が

一
定
額
を
超
え
た
場
合
、
払
い
戻

さ
れ
る
制
度
も
検
討
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

-
お
問
い
合
わ
せ
は
今
金
町
総
合

福
祉
施
設

「と
し
べ
つ
」
内

保
健
福
祉
隙
介
護
保
険
係
ま
で

8
2
1
2
7
8
0
 

電
動
三
輸
車
は
快
適
で
自

由
恕
生
活
を
応
接
じ
ま
す
。

近
頃
、
ど
う
も
足
腰
が
弱
り
お

出
掛
け
が
チ
ヨ
ッ
ト
お
っ
く
う
に

な
っ
て
き
た
方
、
ま
た
歩
行
に
不

自
由
さ
を
感
じ
ら
れ
る
方
に
、
電

動
で
間
単
に
操
作
で
き
、
外
出
で

き
る
、
電
動
三
輪
車
を
ご
紹
介
し

ま
す
。運
転
操
作
は
簡
単
で
、
レ
バ
ー

を
握
る

・
離
す
で
走
行
・
停
止
が

で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
運
転
操
作

に
な
れ
る
ま
で
、
広
く
安
全
な
場

所
で
充
分
運
転
し
て
か
ら

一
般
道

路
に
出
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

時
速
は
最
大
6
k
m
/
h
、
実

用
品
大
登
坂
角
度
川
度
と
な
っ
て

他日E相賊 歯科相絞妊婦の方

3歳児他!It診笠

妊婦関係

妊抑制敵

会妊婦検惨は4月より今金町国保病院にて毎週木附日に実施しております. (毎週木曜日に産婦人科外来が1II1殺されております.)

nn庄測定血液検査(肝機能貧血コレステロール肝機能

27日(火)28日(水)29日(木)301'1 (金)31日(土)の6日間

トゲン品1影略液検査)
(血液検査)

ます.
します.

jti毎道障害者職業能力閣発般からのお知らtt!

は※ 2 1 
ま練校希望最そ す科北

寄の 日午友 平相 干 相 の目
り他 を前)成談期 でを者
の詳 除 9ま 11 A E 7 お選択 を
公し く時で年間 X L 3 
共い ~ 30 
職こ 分 7 

000  
業と か月 1 1 1 こーるし
安は b 1 2 2 1 相談 よて

定所へ 道北海

午 日 555  つ
後

( 

I I 発開 く 、障害 関木
3 ) 5 5 だ次 校発

お 障 時
か

2 2砂校 さにの
問 害 ま I I川 いよ程度 で
い者 で b 

9 2 司焼山7 
。りは

合わ職業
平 1 7 

キ談日 能や力
( 

成土 7 7 
を 平成せ能 12 7 460 

く力 日 年 番 行 に 12
だ|品l 日程 3 地 つ応度年
さ発 日 月 てじ
い校 7 おたの
。又 祝 日 り訓入

い
ま
す
が
、
で
き
る
だ
け
平
坦

で
、
道
慨
が
充
分
に
あ
る
安
全
な

道
路
を
選
ん
で
走
行
し
ま
し
ょ
う
。

値
段
は
二
十
五
万
円
1
悶
十
万

円
程
度
で
す
。

電
動
三
輪
車
を
利
用
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
家
へ
の
閉
じ
こ
も
り

の
解
消
に
な
っ
た
り
、
行
動
範
囲

が
広
が
り
、
外
出
す
る
楽
し
み
が

噌
え
ま
す
。

電
動
三
輪
車
は
、
道
路
交
通
法

上
、
歩
行
者
扱
い
に
な
り
ま
す
の

で
運
転
免
許
は
不
要
で
す
が
、
歩

行
者
と
し
て
の
注
意
義
務
や
マ
ナ

• • 

〕
内
〆
』1
 
〔

ー
を
守
っ
て
、
安
全
運
転
を
心
が

け
て
く
だ
さ
い
。

在
宅
介
畿
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
ご
本
人
や
ご
家
族
の
希
望
、

図
っ
て
い
る
こ
と
を
お
聞
き
し
な

が
ら
、
ご
本
人
の
身
体
機
能
や
介

護
者
の
身
体
機
能
、
体
力
に
あ
っ

た
用
具
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

V
申
し
込
み
問
い
合
わ
せ
先

総
合
福
祉
施
設
「
と
し
べ
つ
」

内
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

(8
2

2

7
8
0
)
 

お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

食
中
蒜
は
飲
食
庖
や
給
食
施
設

等
の
食
事
が
原
因
で
集
団
発
生
す

る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
ち
ょ

っ
と
し
た
油
断
か
ら
家
庭
の
キ
ッ

チ
ン
が
食
中
毒
の
発
生
原
因
に
な

っ
て
し
ま
う
こ
と
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
特
に
、
5
月
1
ω
月
の

聞
に
多
発
す
る
の
で
、
こ
の
期
間

は
い
つ
も
以
上
に
注
意
を
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

食
中
毒
を
予
防
す
る
た
め
、
次

の
6
点
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

①
手
は
常
に
よ
く
洗
う
。
(
手
に

は
想
像
以
上
に
細
菌
が
つ
い
て

い
る
。
関
理
前
に
は
必
ず
石
鹸

で
丁
箪
に
洗
い
、
清
潔
な
タ
オ

ル
で
ふ
く
。
ま
た
、
指
輪
は
調

理
中
は
ず
し
た
方
が
良
い
。
)

②
手
指
に
傷
の
あ
る
時
は
、
傷
口

に
食
物
が
触
れ
な
い
よ
う
に
す

る。

(
手
荒
れ
や
傷
に
は
細
菌

が
繁
殖
し
て
い
る
可
能
性
が
高

い
の
で
、
必
ず
ビ
ニ
ー
ル
手
袋

等
を
す
る
。
)

③
ま
な
板

・
包
丁

・
布
巾
は
清
潔

な
も
の
を
使
う
。
(
ま
な
板
は

使
用
前
に
流
水
で
洗
い
、
使
用

中
も
こ
ま
め
に
洗
い
、
使
用
後

は
潔
白
剤
や
熱
湯
で
消
毒
し
、

乾
燥
さ
せ
る
。
包
丁
は
食
材
毎

に
よ
く
洗
う
。
使
用
後
は
消

毒

・
乾
燥
さ
せ
る
。
布
巾
は
使

用
後
は
洗
剤
で
洗
い
、
日
光
に

当
て
て
乾
燥
さ
せ
る
。
数
を
多

く
用
意
し
て
こ
ま
め
に
取
り
替

え
る
の
も
良
い
。
)

④
常
に
新
鮮
な
食
材
を
選
、
ひ
、
低

温

(
4
℃
以
下
)
で
保
存
す
る
。

⑤
冷
蔵
庫
を
過
信
し
な
い
で
、
温

度
管
理
と
定
期
掃
除
は
必
ず
す

る
。
(
「消
費
期
限
」
や

「品
質

保
持
期
限
」
を
守
り
、
使
用
す

る
こ
と
が
基
本
。
細
菌
の
な
か

に
は
低
淑
で
も
生
き
続
け
る
種

類
が
あ
る
。
冷
蔵
臨

・
冷
凍
庫

に
は
殺
菌
の
効
果
は
な
い
。
)

⑥
食
材
は
食
べ
る
前
に
よ
く
加
熱

し
、
調
理
後
は
す
ぐ
に
食
べ

る。そ
の
他
、
食
器
洗
い
の
ス
ポ
ン

ジ
も
細
菌
の
巣
と
な
り
や
す
い
の

で
こ
ま
め
な
洗
浄
と
乾
燥
、
早
め

の
交
換
が
望
ま
し
い
で
し
ょ
う
。

日
頃
の
ち
ょ
と
し
た
心
掛
け
で

家
庭
で
の
食
中
蒜
を
予
防
し
ま
し

ょ
-つ。(保

健
福
祉
制
剛
健
康
づ
く
り
係
)

〕3
 
1
 
〔



令。g。令

5月末現在

前月対比

7， 168人(ム17)

3，447人(ム11)

3，721人(ム6)

2， 703j止帯(ム 9) 

住民の動態

人口

男

女

世帯数

令。80080

聡 )大和町

俊之)下稲穂

|専)八鈴

者

者

者

輔
副
重
護

保

保

保

う

日

日

日

刊

は

2

3

γ
月

月

月

加

5

6

6

-
つ

ん

ん

ん

ご

や

や

や

d
ち

ち

も

じ
か
花
判
佑

ろ

ん
m迭
の之

ひ

た

凶
倶

ち

お

旅

塚

固

梅

婦

中

7月4日今金川立国保病院(今金)82 -0221 

11日道南ロイヤル病院(北柏山)84-5011 

18日楢 崎医院(j頼制11)87-3021 

20日今金町立国保病院(今金)82 -0221 

25日 道南ロイヤル病院(北槍山)84-5011 

8月1日北槍山立国保病院(北槍山)84-5321

8日瀬棚町国保医科診療所(瀬 棚)87 -2470 

15日 今金1111立国保病院(今金)82-0221 

当番医が急きょ:a.，となる均台がありますのでご-('f<下さい.

※診療時間

午前10時から正午まで

午後l時から3時まで

休日当番医
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固いつまでもおしあわせに

ちイ4 田口智也さん(大和IIlT)=池元紗織さん(大和町)

ち{， )11村 功さん(種川宮前)=八木香織さん(種川宮前)

% 悔村征市さん(下花石)=遠藤直子さん(石狩市)

80歳 (日の出JHT)

6月15日受付分まで

~おくやみもうしあげます

佐久間イチ勺 5月17日

小児科外来の診療時間変更について
小児科外来は、毎週水曜日と金曜日の午後から

の診療となっておりますが、次の}羽田については、

診療開始時間が午後2時以降に変更となりますの

でお知らせいたします。

診療開始時間が変更となる日

(水)

※「いつまでもおしあわせに」の欄に今月記載した田

口智也さんニ池元紗織さんは5月号の記載もれで

した。深くお詫びいたします。
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(水)

(ノlく)

7月7日

14日

8月4日

(今金町立国保病院)レ
ト7
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2織のアイドル
きょうへい

恭平ちゃん

(平成9年12月18日生まれ)
南栄町三浦康二さん、美幸さん

の長男

【親から]

音楽が太好きでお気に入りが
涜れると踊って喜んでいる恭ちゃ

ん.いたずらも大好きで、逃げ足
はとてもjfく 追いかけるのが大

変です.
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祐希ちゃん

(平成9年 7月10日生まれ)
大和町 工藤裕之さん.啓子さん

の長宜

【親から】

ゆきはいつもニコニコ明るい立
の下.外が大好きでいつも元気い
っ』まい走り回ってます.いろいろ

お平伝いもしてくれます.これか
らも他版でやさしい子に育ってほ

しいと忠います.

4工藤市町村振興宝くじ

。廿マージヤごliIt宝くじ翼売。
I等前後賞あわせて、

な、な、なんと 3億円!

l等2億円

前後賞各5，000万円

発売期間

平成11年 7月19日(月)から 8月6日(金)まで

抽せん日は平成I1年8月18日(水)

この宝くじの収益金は市町村の明るく住み良

いまちづくりに使われています。
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http://www.hakodate.or.jp/imakane/ 今会IIIJホームページ


